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ソフトマター

リン脂質膜をはじめとする自己組織系を用いた機能性膜材料開発を行っ

ている。生体膜の主な構成分子であるリン脂質から成る二分子膜は反応・

吸着・晶析を行うソフトマテリアルとしての活躍が期待されている。特に、

長鎖の脂質と短鎖の界面活性剤から成る二分子膜分子集合体の形態不

安定性に着目した膜材料開発を行っている。また、ヒトの消化プロセスか

ら発想した脂肪酸／界面活性剤分子集合体の形態制御などにも取り組ん

でいる。

自己組織系の分光学的な特性解析をはじめとする基礎物性の知見を持

つ。NMRやXRDでは検出が困難な低濃度の分子集合体の物性評価手法

を持つ。また、簡易なマイクロ流路作製技術を持つ。

薬物輸送担体としての脂質ナノ粒子やベシクルの作製および連続的な

作製プロセスの開発

応用分野

アピールポイント
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脂質／界面活性剤分子集合体の並びの制御による濃縮

架橋性脂質の秩序的な並びの
向上による架橋度の上昇
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TEM image of the bicellar mixtures
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